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2022年09月14日更新　新原稿

　１９９８年に声楽家でもある代表が、自身の経験を
きっかけに心身のケアについて研究をスタートしまし
た。２００１年に熊日生涯学習プラザにて心身ケアのグ
ループレッスンを開始し、２００６年に～Yukiko 
Voice～と命名して、事業を展開していきました。２０
１１年からはインストラクター制度を設けて後進育成を
実施しています。また２０１９年には、更に精力的に活
動の域を広げるために、横浜事務局を開設しました。
　現在、県内外での受講された皆様からは、子供からお
年寄りまで幅広い方々からの支持を得て、活動を実践し
ています。

　～Yukiko Voice～とは、自身の呼吸と発声を通して行う心身のセルフ
ケア法です。このメソッドは、代表がニュージーランドを訪問した際に
先住民(マオリ族)との交流からインスパイアを受け、その後に研究を重ね
て、感情(精神)と臓器(身体)の密接な関係をヒントに、心身ケアに必要と
感じて自身で体得してきた全てを基に確立したものです。
　レッスンを通して、皆様が自分らしく生きていくサポートをしていけ
ればと思っております。
　また、代表をはじめ、各インストラクターが自身の経験と得意をいか
し、〜Yukiko Voice〜を求める方々にとって最適なサポートを提供いた
します。

　「プライベートコース」「グループコース」等、受講者の各目的に応
じてレッスンを実施しています。
　また、企業や団体・グループ向けに、ストレス発散や、モチベーショ
ンアップなどを目的とした研修も実施しています。
　更に、「アソシエイトメンバーコース」「チューターコース」「イン
ストラクターコース」等の、将来このメソッドを継承し実践していく人
材育成のためのレッス　ンを実施しています。

　２０１４年に、インストラクターとして成長した生徒が同メソッドを実践する際の商標使用に
おける許諾契約について、専門家（弁護士）を含め契約書作成に関する支援を実施しました。
　更に２０１５年から、同メソッドのノウハウを守るために営業秘密管理の支援を開始
し、INPIT知財戦略アドバイザーとともに、秘密管理規程の作成支援を行い、規程整備に至りま
した。
　２０１９年には、将来的にレッスンで使用する書籍や楽譜の販売事業を視野に入れて、書籍や
CD及びネットからのダウンロードデータを指定商品として、商標権の拡大のための出願支援
（商標早期審査を利用）を実施し、同年の８月に登録を完了しました（商標登録第６１７４８２
９号）。今後、書籍の活用によってグループレッスン等のレベルアップが期待されます。
　また、２０２０年に登録した新たな商標（商標登録第６２９９２４９号）を基にした外国出願
を実施し、海外での事業展開に向けて着々と準備を進められています。
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